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教育実習の振り返り 

 

 

現代日本語学講座 M2 梁辰（りょうしん） 

 

1．授業の概要 

 

 本年度の教育実習において中心となって担当した授業は、2 月 17 日「手続き」の 1

コマ目、2 月 22 日「依頼・感謝」の 1 コマ目及び 2 月 29 日「ビデオレター・色紙」の

1 コマ目である。中でも、2 月 29 日は実習生自主運営の授業であり、教師行動に問題

や反省点が多々に見られているため、本報告の対象とする。 

 2 月 29 日の 3 コマの授業の流れは、以下の図に表示している。 

2 限の授業を担当し、授業の目標は「ビデオレ

ターで日本語の先生に感謝の気持を表すことがで

きる」と設定している。最後に完成したビデオの

構成は、「学習者の自己紹介→先生方々への感謝の

ことば→授業の思い出→自分の母語でのメッセー

ジ」とイメージし、90 分の授業内、60 分を導入、

30 分を活動とする教案を立てた。授業の結果、ほ

ぼ教案通りの時間配分となり、完成したビデオも構成通りである。しかし、授業のビデ

オと文字起こしデータから、自分の教師としての言語行動にはまだ様々な問題点も見ら

れた。 

 

2．教師としての言語行動と反省点 

 

2.1 指示 

 

 指示とは、「学習者に学習行動を指示したりして、授業内の学習者を動かすことであ

る」（印道 2007：29）。授業のビデオを観察してみると、指示は、主に「活動の開始時

と終了時」、「教材やハンドアウトの閲覧時」及び「学習項目に対する説明時」に多用し

ている。指示のことばとして「～てください」「～でお願いします」が多く使われてい

る。ほぼ学習者に理解されているが、大きな問題点もある。それは、指示と説明が混じ

っている上、指示のことばが長たらしいことである。それで、学習者にいつ行動したら

よいのかが分からなくなり、戸惑いをもたらしていたことがある。今後、授業で何かの

行動を求めて指示する時、文をより短く切ることに注意し、説明の部分とはっきり分け

ることを意識していく。 
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2.2 質問 

 

授業の中、さまざまな場面で学習者に質問を発する。「教師が答えを知っていて学習

者の理解を試す目的で行う提示質問と、教師も答えを知らず答えを探す目的で行われる

指示質問」(岡崎 2000：15)が含まれている。  

 授業のビデオと文字起こしデータを見てみると、自分の言語行動の内、質問の数が圧

倒的に多く、提示質問と指示質問の数はほぼ変わらなかった。クラス全員に当てる質問

はあるが、個人個人の学習者を指名し、答えを求める質問も多くある。結果的に、ほぼ

学習者に理解されているが、質問の仕方にまだ大きな問題点が見た。まず、質問と説明

の混在である。質問の途中で説明が入ったり、説明の途中で質問したりするのが多く見

られている。それで、学習者がいつ質問を答えたらよいのかが分からなくなり、教師の

質問に答えなくてもよいのかと感じさせる恐れもある。それから、質問してもあまり意

味がなく、答えがよくわからない質問も見られている。それで学習者が混乱して結局答

えられなくなる場合がある。今後授業の改善ため、説明と質問をはっきり分けることや、

質問する前にまず自分が答えられるがどうかを考えてみることを課題とする。 

 

2.3 フィードバック 

 

フィードバックは、「学習者の考えや感情を受け入れたり、それに対して賞賛、励ま

し、批判などを加えたりすることである。誤りの訂正などもこの項目に入る」(印道

2007：29)という。  

今回の実習において、自分が最も大きな課題として感じたのはフィードバックの量と

種類の少なさである。自分の日本語力の不足が原因でもあるが、最も影響が大きい原因

は経験の不足である。フィードバックにはどのような種類があるか、どうすれば、場面

にあったフィードバックができるか、など様々な課題が残され、経験の積み上げるとと

もに、次第に改善していきたい。 
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